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第
４
回
支
部
執
行
委
員
会
は
２
月
18
日
に
行
い
、
全
員
出
席
の

も
と
開
催
し
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
支
部
「
新
春
旗
び
ら
き
」
（
１
月
14
日
）

○
参
加
者
は
の
べ
38
人
と
な
り
、
昨
年
よ
り
多
か
っ
た
。

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
２
つ
行
い
、
時
間
が
若
干
超
過
し
た
。

○
宇
治
事
業
団
よ
り
お
祝
い
金
を
い
た
だ
い
た
。

②
南
地
区
労
「
旗
び
ら
き
」
（
１
月
16
日
）

○
支
部
よ
り
３
人
参
加
。

③
建
交
労
京
都
府
本
部
・
府
本
部
委
員
会
（
１
月
25
日
）

○
支
部
よ
り
６
人
参
加
、
議
長
を
山
内
副
委
員
長
が
務
め
る
。

○
京
都
府
本
部
の
春
闘
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。

２
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
事
業
所
分
会

○
賃
上
げ
と
夏
季
一
時
金
の
要
求
は
、
２
月
12
日
に
提
出
し
た
。

○
回
答
指
定
日
２
月
25
日
、
団
体
交
渉
３
月
12
日
の
予
定
。

②
宇
治
分
会

○
赤
字
対
策
の
コ
ス
ト
削
減
諸
施
策
に
対
し
て
分
会
よ
り
疑
義
。

３
．
職
場
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

①
回
収
は
69
枚
、
現
勢
比
２
割
強
。

②
内
容
一
覧
と
組
合
対
応
の
案
を
提
示
、
次
回
以
降
検
討
。

４
．
京
都
府
知
事
選
挙
の
取
り
組
み

①
藤
井
伸
生
候
補
の
推
薦
決
議
を
執
行
委
員
会
全
員
一
致
で
採
択
。

②
具
体
的
な
行
動
は
「
高
齢
者
会
館
民
主
府
政
の
会
」
で
具
体
化
。

○
３
月
３
日
の
府
民
集
会
参
加
の
呼
び
か
け
。

５
．
今
後
の
取
り
組
み

①
税
の
学
習
会
「
確
定
申
告
相
談
会
」
（
２
月
25
日
）

○
南
区
生
健
会
に
お
願
い
し
、
５
名
の
相
談
で
実
施
予
定
。

②
建
交
労
中
央
・
厚
生
労
働
省
交
渉
（
３
月
５
日
）

③
建
交
労
京
都
府
本
部
・
春
闘
決
起
集
会
（
３
月
８
日
）

○
京
都
府
知
事
選
挙
の
決
起
集
会
を
兼
ね
て
実
施
。

④
そ
の
他
の
行
動

○
バ
イ
バ
イ
原
発
京
都
集
会
（
３
月
７
日
、
円
山
音
楽
堂
）
。

３
月
19
日
㈭

京
都
総
評
・
組
織
拡
大
宣
伝
（
上
鳥
羽
口
駅
）

［
京
都
府
知
事
選
挙
告
示
］

28
日
㈯

宇
治
高
齢
者
事
業
団
・
第
26
回
臨
時
社
員
総
会

４
月
５
日
㈰

［
京
都
府
知
事
選
挙
投
票
日
］

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

京都府知事選挙の
運動資金カンパにご協力ください
暮らしの悲鳴に応え、いのち・暮らしをまもる府政の実現へ、選挙活動の諸

経費は、組合員のみなさんからの任意のカンパによって支えられています。

物価高騰で厳しい中ですが、ぜひご協力いただきたく、お願い申し上げます。

先月付けましたカンパ袋をご利用ください。ご同意いただける場合は、高齢

者会館２階の募金箱、あるいは最寄りの執行委員にお渡しください。



１
月
15
日
に
立
候
補
表
明

会
見
を
行
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
を
専

門
と
す
る
研
究
者
で
あ
る
と

同
時
に
、
市
民
運
動
の
先
頭

に
立
っ
て
活
動
し
て
き
た
経

験
か
ら
、
「
あ
ま
り
に
も
冷

た
い
京
都
府
政
の
転
換
」
を

訴
え
、
立
候
補
の
意
思
を
固

め
た
と
語
り
ま
し
た
。

藤
井
伸
生
さ
ん
は
、
研
究

者
と
し
て
、
教
育
者
と
し
て
、

ケ
ア
労
働
者
の
厳
し
い
実
態

や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

も
含
め
た
低
賃
金
の
問
題
に

向
き
合
い
、
府
民
の
命
と
く

ら
し
を
大
切
に
す
る
「
真
に

あ
た
た
か
い
京
都
府
政
」
の

実
現
を
訴
え
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
国
の
政
策
に
対

し
て
も
、
北
陸
新
幹
線
の
京
都
延
伸
問
題

や
若
狭
湾
の
原
子
力
発
電
所
の
新
設
・
再

稼
働
問
題
に
つ
い
て
、
現
京
都
府
政
の
あ

い
ま
い
な
姿
勢
へ
の
憤
り
を
語
り
、
国
に

も
し
っ
か
り
と
意
見
を
言
う
京
都
府
知
事

が
必
要
だ
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

藤
井
伸
生
さ
ん
の
社
会
保
障
研
究
者
と

し
て
の
知
見
や
、
保
育
団
体
で
の
経
験
を

生
か
し
、
私
た
ち
の
た
め
に
現
府
政
と
は

異
な
る
「
市
民
目
線
の
府
政
」
へ
の
刷
新

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

＊

＊

＊

私
た
ち
の
労
働
組
合
は
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
の
「
思
想
・
信
条
の
自
由
」
を
保

障
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
と
高
齢
者
の
生

活
向
上
の
た
め
、
定
期
大
会
で
は
京
都
府

知
事
選
挙
へ
の
取
り
組
み
を
確
認
し
、
執

行
委
員
会
で
藤
井
伸
生
さ
ん
へ
の
支
持
を

決
議
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

建
交
労
京
都
支
部
は
、
来
る
京
都
府
知
事
選
挙
に
対
し
、
２
月
18
日

の
執
行
委
員
会
で
、
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
京
都
華
頂
大
学
名
誉
教

授
・
藤
井
伸
生
さ
ん
へ
の
推
薦
を
、
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

ふ じ い の ぶ お
住める京都

住みたい京都

岡山県津山市生まれ。龍谷大学卒。
京都華頂大学名誉教授、専門は社会
保障・社会福祉。子どもの今と未来
を考えるネットワーク共同代表、京
都保育団体連合会会長、京都社会保
障推進協議会副議長、日本年金者組
合京都府本部副委員長などをつとめ
る。京都市左京区在住、69歳。



建
交
労
京
都
府
本
部
は
、
民
主
府
政
の

会
の
要
請
を
受
け
、
２
月
４
日
の
執
行
委

員
会
で
、
京
都
府
知
事
選
挙
に
お
い
て
藤

井
伸
生
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

３
月
８
日
に
は
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
「
春

闘
・
知
事
選
挙
勝
利
決
起
集
会
」
が
行
わ

れ
、
支
部
か
ら
は
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
内
副
委
員
長
が
京
都
支
部
で
の
知
事
選

挙
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
ま
た
谷
本
執

行
委
員
か
ら
、
専
門

学
校
で
教
員
と
し
て

指
導
を
受
け
た
藤
井

伸
生
さ
ん
の
人
柄
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者

は
西
大
路
四
条
交
差

点
に
移
動
。
寒
い
日

で
し
た
が
、
京
都
支

部
は
阪
急
西
院
駅
改

札
口
前
で
、
街
頭
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
の
中
で
府
民
の
暮
ら
し
は
一

層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

「
く
ら
し
を
応
援
す
る
」
府
政
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
が
発
注
す

る
業
務
委

託
な
ど
で
、

受
注
企
業

で
働
く
労

働
者
に
一

定
以
上
の

賃
金
（
下

限
額
）
の

支
払
い
を

義
務
づ
け

る
「
公
契

約
条
例
」

の
制
定
な

ど
を
訴
え

ま
し
た
。

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

３月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

新 生 活 （答えは10ページ）

社
会
保
障
を
重
視
す
る
京
都
府
政
へ

３
月
８
日

建
交
労
京
都
府
本
部
が
決
起
集
会
と
街
頭
宣
伝
活
動

宣伝行動を終えた京都府本部の仲間

阪急西院駅前で宣伝行動



３
月
６
日
、
四
条
烏
丸
近
辺
で
「
建
交

労
京
都
府
本
部
女
性
部
春
の
宣
伝
行
動
」

を
行
い
ま
し
た
。
女
性
部
で
は
年
に
２
回
、

春
と
秋
に
宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
遠
く
福
知
山
や
網
野
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
女
性
部
総
会
で
お
声
が

け
し
て
以
来
、
毎
回
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
や
、
京
都
支
部
か
ら
の
３
名
を
含
め
、

全
体
で
９
名
の
と
て
も
賑
や
か
な
宣
伝
行

動
と
な
り
ま
し
た
。

お
昼
休
み
を
ね

ら
い
、
「
あ
な
た

の
困
り
ご
と
は
何

で
す
か
？

私
た

ち
と
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
」
と
い

う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
入
れ
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
手
渡
し
な

が
ら
、
「
建
交
労

で
す
。
ど
う
ぞ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
お
願

い
し
ま
す
」
と
元
気
よ
く
、
主
に
女
性
の

方
を
対
象
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。

用
意
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
３
０
０
部
は
、

30
分
足
ら
ず
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
折
り

た
た
ん
だ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
広
げ
て
見
て

く
だ
さ
る
方
や
、
「
ご
苦
労
さ
ま
！
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
、
少

し
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
厳
し

い
労
働
条
件
を
強
い
ら
れ
て
い
る
派
遣
社

員
や
パ
ー
ト
職
員
の
方
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
か
の
機
会
に
お
役
に
立
て
れ
ば
幸

い
で
す
。

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
楽
し
み
な
の

は
、
行
動
後
に
み
ん
な
で
食
べ
る
お
昼
ご

飯
で
す
。
行
動
を
通
じ
て
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
嬉
し

い
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
感

じ
た
こ
と
を
報
告
し
合
い
、
家
庭
の
こ
と

や
お
い
し
い
食
べ
物
の
話
な
ど
、
他
愛
も

な
い
話
題
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
毎

回
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

異
な
る
職
場
で
働
い
て
い
た
り
、
同
じ

事
業
所
で
も
一
人
現
場
で
働
い
て
い
た
り
、

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
り
と
、
な
か
な

か
他
の
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
「
建
交
労
」
の
仲

間
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
通
じ
て

交
流
で
き
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
、
毎
回
感
じ
て
い
ま
す
。

宣
伝
行
動
は
年
に
２
回
、
春
と
秋
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
、
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

秋
に
は
定
期
総
会
と
宣
伝
行
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
後

と
も
、
建
交
労
京
都
府
本
部
女
性
部
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

建
交
労
京
都
府
本
部
女
性
部

春
の
宣
伝
行
動

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団

藤
原
美
佐
子
さ
ん

▲宣伝行動を終えて記念撮影



２
０
０
６
年
ご
ろ…

…

。

緑
化
土
木
で
は
毎
日
が
楽
し
い
仕
事
で

し
た
。
パ
ッ
カ
ー
の
仲
間
と
飲
み
に
行
っ

た
り
、
競
馬
や
競
輪
、
ボ
ー
ト
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

緑
化
土
木
の
仕
事
を
し
て
１
年
半
ほ
ど

た
っ
た
頃
、
事
務
局
の
富
田
氏
か
ら
呼
び

出
し
が
あ
り
、
「
第
二
中
央
市
場
で
伝
票

を
付
け
た
り
、
事
務
的
な
仕
事
を
す
る
人

が
い
な
い
の
で
、
３
ヵ
月
ほ
ど
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ッ

カ
ー
仲
間
の
井
上
、
田
中
氏
に
相
談
し
た

ら
、
「
第
二
市
場
い
う
た
ら
昔
の
屠
殺
場

と
さ
つ
じ
ょ
う

で
、
牛
や
豚
を
解
体
す
る
と
こ
や
で
！

止
め
と
け
、
止
め
と
け
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。余

談
に
な
り
ま
す
が
、
富
田
氏
の
父
親

も
国
鉄
職
員
だ
っ
た
の
で
、
む
げ
に
断
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
３
ヵ
月
や
っ
た
ら
行

く
、
と
約
束
し
ま
し
た
。

後
日
、
車
に
乗
せ
ら
れ
、
第
二
市
場
に

行
き
ま
し
た
。
現
場
へ
行
っ
た
途
端
、
独

特
の
臭
い
が
し
ま
し
た
。
昔
、
養
豚
場
の

近
く
に
行
っ
た
時
の
臭
い
で
し
た
。

班
長
の
深
見
さ
ん
に
現
場
を
案
内
し
て

も
ら
い
、
一
旦
事
業
団
に
戻
り
、
ゴ
ム
手

袋
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
第
二
市
場
の
仕

事
は
、
白
い
長
靴
を
は
き
ま
す
。
長
靴
は

自
分
で
購
入
し
ま
す
。
水
を
よ
く
使
う
の

で
カ
ッ
パ
も
必
要
で
す
。

１
回
だ
け
富
田
氏
に
連
れ
て
行
か
れ
た

現
場
へ
、
翌
日
か
ら
出
勤
で
す
。
自
転
車

で
朝
早
め
に
出
ま
し
た
が
、
途
中
で
場
所

が
分
か
ら
ず
、
通
行
人
に
教
え
て
も
ら
い
、

何
と
か
出
勤
し
ま
し
た
。

仕
事
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
ハ
ー
ド
で
、

力
仕
事
で
す
。
解
体
さ
れ
た
牛
の
頭
部
や

内
臓
な
ど
の
廃
棄
物
を
ス
コ
ッ
プ
で
容
器

に
入
れ
ま
す
。
小
容
器
で
50
㌔
、
大
容
器

で
１
０
０
㌔
く
ら
い
の
量
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
台
車
に
載
せ
て
焼
却
場
へ
運
び
ま

す
。
そ
こ
で
計
量
器
で
重
さ
を
は
か
り
、

記
録
し
て
焼
却
で
す
。
廃
棄
物
が
多
い
時

は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
運
び
ま
す
。

牛
の
解
体
は
朝
８
時
30
分
に
始
ま
り
、

昼
頃
に
終
わ
り
ま
す
。
昼
休
み
を
し
て
か

ら
豚
の
解
体
で
す
。
豚
の
廃
棄
物
も
台
車

で
運
び
、
焼
却
場
で
計
量
で
す
。
廃
棄
物

の
搬
出
が
終
わ
れ
ば
、
作
業
場
の
清
掃
で

す
。
血
や
脂
だ
ら
け
の
作
業
場
の
清
掃
で

あ
ぶ
ら

す
。牛

豚
の
廃
棄
物
の
計
量
の
合
計
を
計
算

し
、
伝
票
に
記
入
し
て
事
務
所
に
提
出
し

て
、
や
っ
と
終
わ
り
で
す
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

緑
化
土
木
か
ら
第
二
中
央
市
場
へ

連
載
第
５
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

行
雲

流
水



４
月
１
日
㈬

史
跡
御
土
居
の
青
も
み
じ
公
開
／
北
野
天
満
宮

４
月
４
日
㈯

鴨
川
茶
店
・
半
木
の
道
／
北
山
〜
北
大
路
間

な
か
ら
ぎ

京
都
さ
く
ら
よ
さ
こ
い
／
岡
崎
公
園
ほ
か

４
月
８
日
㈬

花
ま
つ
り
（
灌
仏
会
）
／
知
恩
院
、
壬
生
寺
ほ
か

か
ん
ぶ
つ
え

４
月
９
日
㈭

観
桜
茶
会
／
二
条
城

大
華
道
祭
／
大
覚
寺
（
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
）

４
月
10
日
㈮

桜
花
祭
／
平
野
神
社

お
う
か
さ
い

山
吹
ま
つ
り
／
松
尾
大
社
（
西
京
区
嵐
山
宮
町
）

４
月
11
日
㈯

方
除
大
祭
／
城
南
宮

ほ
う
よ
け

４
月
12
日
㈰

豊
太
閤
花
見
行
列
／
醍
醐
寺

ほ
う
た
い
こ
う

４
月
14
日
㈫

四
君
子
苑
一
般
公
開
／
北
村
美
術
館

し

く

ん

し

え

ん

４
月
15
日
㈬

春
の
特
別
公
開
／
瑠
璃
光
院
（
八
瀬
比
叡
口
）

４
月
17
日
㈮

中
酉
祭
／
松
尾
大
社

ち
ゅ
う
ゆ
う
さ
い

４
月
18
日
㈯

春
の
和
の
花
展
／
梅
小
路
公
園

４
月
19
日
㈰

桜
祭
・
雅
楽
祭
／
梅
宮
大
社
（
右
京
区
梅
津
）

４
月
28
日
㈯

茶
筅
供
養
／
大
徳
寺
総
見
院

ち
ゃ
せ
ん

４
月
29
日
㈰

壬
生
狂
言
／
壬
生
寺

曲
水
の
宴
／
城
南
宮

大
原
女
時
代
行
列
／
寂
光
院
（
左
京
区
大
原
）

卯
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

お
花
見
の
季
節＝

う

づ
き

今
年
の
京
都
の
桜
開
花
予
想
は
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点
で

３
月
23
日
、
満
開
予
想
は
３
月
30
日
。
例
年
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
い
。

清
水
寺
、
哲
学
の
道
、
原
谷
苑…

…

各
地
の
桜
名
所
で
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
巻
き
込
ん
で
、
例
年
通
り
の
混
雑
に
な
る
で
し
ょ
う
。

鴨
川
茶
店
・
半
木
の
道
（
４
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰
）

か
も
が
わ
ち
ゃ
て
ん

な
か
ら
ぎ

賀
茂
川
の
北
大
路
橋
と
北
山
大
橋
の
間
、
左
岸
（
東
側
）
の
府

立
植
物
園
沿
い
に
は
、
８
０
０
㍍
ほ
ど
続
く
堤
防
上
の
散
策
路
が

あ
り
、
「
半
木
の
道
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
春
に
は
八
重
紅
し
だ
れ

桜
が
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
咲
き
誇
り
、
桜
名
所
と
し
て
有
名
で
す
。

鴨
川
茶
店
と
は
、
河
川
美
化
と
環
境
保
全
な
ど
を
目
的
と
す
る

地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
鴨
川
を
美
し
く
す
る
会
」
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
桜
満
開
の

こ
の
時
期
、
河
川
敷
公
園
の
一
部
に

露
天
の
茶
店
を
設
け
、
煎
茶
と
花
見

だ
ん
ご
の
有
料
接
待
が
あ
る
ほ
か
、

琴
と
尺
八
の
演
奏
や
、
府
内
市
町
村

の
特
産
品
の
展
示
販
売
が
あ
り
ま
す
。

地
下
鉄
烏
丸
線
「
北
山
」
駅
よ
り

徒
歩
10
分
、
市
バ
ス
「
植
物
園
前
」

下
車
徒
歩
５
分
。
お
天
気
な
ら
、
出

か
け
ら
れ
て
は
い
か
が
？
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



久
し
ぶ
り
に
里
歩
き
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
妻
と
と
も
に
京

都
の
洛
西
竹
林
公
園
を
訪
れ
た
。
市
バ
ス
で
「
久
我
石
原
町
」

こ

が

い
し
は
ら
ち
ょ
う

か
ら
桂
川
駅
を
経
由
し
、
「
向
日
回
生
病
院
前
」
で
下
車
。
少
し

む

こ
う
か
い
せ
い

坂
道
を
上
る
と
、
整
備
さ
れ
た
竹
林
に
囲
ま
れ
た
約
１
㌔
の
「
竹

の
径
」
が
続
き
、
歩
い
て
い
く
う
ち
に
視
界
が
開
け
、
洛
西
の
街

み
ち

並
み
と
西
山
の
山
々
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
園
内
で
は
ま
ず
「
竹
の
資
料
館
」
を
見
学
し
た
。
こ
の
地
域

は
も
と
も
と
広
大
な
竹
林
だ
っ
た
が
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

の
際
に
多
く
の
竹
が
伐
採
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
完

成
記
念
事
業
と
し
て
１
９
８
１
年
６
月
に
回
遊
式
生
態
園
と
竹
の

資
料
館
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
。
資
料
館
周
辺
の
約
５
千
平
米
の

生
態
園
に
は
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
約
１
１
０
種
類
の
竹
や
笹

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
黒
竹
、
金
明
孟
宗
竹
、
亀
甲
竹
、
矢
竹
な

ク
ロ
チ
ク

キ
ン
メ
イ
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク

キ
ッ
コ
ウ
チ
ク

ヤ

ダ

ケ

ど
珍
し
い
竹
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
園
内
に
は
竹

林
浴
を
楽
し
め
る
小
径
が

あ
り
、
さ
ら
に
応
仁
の
乱

で
東
軍
と
西
軍
が
対
峙
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
「
百
々

ど

ど

橋
」
や
、
織
田
信
長
が
旧

二
条
城
の
石
垣
に
使
っ
た
石
仏
３
５
０
体
な
ど
、
京
都
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
遺
構
も
残
さ
れ
て
い
る
。
テ
ラ
ス
か
ら
は
生
態
園
全

体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

和
風
の
造
り
の
資
料
館
で
は
、
竹
の
生
態
や
開
花
現
象
、
種
子

な
ど
の
特
徴
が
パ
ネ
ル
で
解
説
さ
れ
、
京
銘
竹
の
伝
統
工
芸
品
や

き
ょ
う
め
い
ち
く

美
術
工
芸
的
な
竹
製
品
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
エ
ジ
ソ
ン

が
１
８
８
２
年
に
真
竹
を
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
用
い
た
電
球
の

マ

ダ

ケ

復
元
模
型
を
は
じ
め
、
茶
筅
、
剣
道
の
竹
刀
、
尺
八
な
ど
竹
に
関

ち
ゃ
せ
ん

し

な

い

し
ゃ
く
は
ち

す
る
多
様
な
資
料
が
並
び
、
竹
製
品
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
た
。

見
学
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園
を
抜
け
て
再
び
竹
林
の

径
を
歩
き
、
第
六
向
陽
小
学
校
付
近
で
古
墳
を
見
つ
け
た
。
そ
こ

は
桓
武
天
皇
の
皇
后
・
藤
原
乙
牟
漏
の
陵
墓
で
、
直
径
約
65
㍍
、

か

ん

む

ふ
じ
わ
ら
の
お
と
む
ろ

高
さ
約
７
㍍
の
円
墳
で
あ
る
。

天
気
も
良
く
竹
林
浴
を
楽
し
ん
だ
も
の
の
少
し
疲
れ
た
た
め
喫

茶
店
で
休
憩
し
、
私
は
ビ
ー
ル
、
妻
は
コ
ー
ヒ
ー
で
喉
を
潤
し
た
。

そ
の
後
、
阪
急
東
向
日
駅
を
越
え
て
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
へ
向
か
っ
た

が
、
駅
前
で
は
東
側
へ
抜
け
る
道
が
な
く
大
き
く
迂
回
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
南
へ
下
っ
て

踏
切
を
渡
り
、
ニ
デ
ッ
ク

の
社
屋
予
定
地
を
通
っ
て

国
道
１
７
１
号
線
に
出
て

帰
宅
。
久
し
ぶ
り
の
里
歩

き
は
、
合
計
約
1
万
６
千

歩
の
散
策
と
な
っ
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

京
都
市
洛
西
竹
林
公
園
を
散
策

ら
く
さ
い
ち
く
り
ん

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

▲竹の径 ▼資料館

▲百々橋 ▼石仏群



ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
一
時
暖

か
か
っ
た
の
で
す
が
「
そ
ら
、
お
水
取
り

が
終
わ
る
ま
で
は
寒
い
に
決
ま
っ
て
る
」

と
現
場
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
東
大
寺
の
お

水
取
り
は
３
月
12
日
の
深
夜
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
の
戦
争

昨
日
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
た
ら
、
１
㍑
１

８
６
円
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
１
晩
で
30
円
の
値
上
げ
で
す
。
遠
い

中
東
の
戦
争
が
、
こ
ん
な
形
で
暮
ら
し
に

直
ぐ
に
跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
。
▼
ト
ラ
ン

プ
が
外
交
交
渉
の
途
中
で
、
宣
戦
布
告
も

な
い
ま
ま
イ
ラ
ク
へ
の
軍
事
行
動
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
が
中
東
地
域
の
緊
張
を
一

気
に
高
め
、
情
勢
を
さ
ら
に
不
安
定
に
し

て
い
ま
す
。
大
国
に
よ
る
武
力
行
使
は
問

題
の
解
決
ど
こ
ろ
か
、
新
た
な
対
立
と
憎

悪
を
生
み
、
紛
争
の
連
鎖
を
広
げ
て
い
ま

す
。
▼
戦
争
の
最
大
の
犠
牲
と
な
る
の
は
、

そ
こ
で
暮
ら
す
市
民
と
働
く
人
び
と
で
す
。

爆
撃
や
戦
闘
で
住
宅
や
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊

さ
れ
、
多
く
の
人
が
生
活
の
基
盤
を
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
▼
さ
ら
に
中
東
の
緊
張
は

原
油
価
格
の
高
騰
を
通
じ
て
世
界
経
済
を

揺
る
が
し
、
各
国
の
労
働
者
や
市
民
生
活

に
も
重
い
負
担
を
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。

戦
争
は
決
し
て
人
び
と
の
く
ら
し
を
守
り

ま
せ
ん
。
平
和
な
く
し
て
雇
用
も
生
活
も

守
れ
な
い
。
▼
「
同
盟
国
」
日
本
に
何
の

相
談
も
な
く
始
ま
っ
た
戦
争
で
す
。
「
強

い
経
済
」
を
掲
げ
る
政
権
な
ら
、
ま
ず
米

国
に
抗
議
す
る
の
が
筋
で
し
ょ
う
が
、
そ

ん
な
気
配
は
ど
う
も
見
え
ま
せ
ん
。
世
界

の
春
は
ま
だ
遠
そ
う
で
す
。

（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


